
 

 

 

（財政事情の公表） 

 

平成 19年度 予 算 の 概 要 

平成 18年度 下半期財政運営状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 19年 5月 31日 

 

総社市総務部財政課 

総 社 市 の 財 政 



比較(a)-(b) 伸率(c)/(b)

（c） (％）

2,266,000 2,220,000 46,000 2.1

国 民 健 康 保 険 593,600 520,000 73,600 14.2

老 人 保 健 642,300 646,000 △ 3,700 △ 0.6

介 護 保 険 429,200 402,000 27,200 6.8

農 業 集 落 排 水 事 業 費 61,900 83,300 △ 21,400 △ 25.7

国 民 宿 舎 事 業 費 84,300 78,400 5,900 7.5

総社駅南地区土地区画整理事業費 69,000 78,400 △ 9,400 △ 12.0

公 共 下 水 道 事 業 費 225,600 251,000 △ 25,400 △ 10.1

小         計 2,105,900 2,059,100 46,800 2.3

4,371,900 4,279,100 92,800 2.2

（※の事業は新規事業） （単位 万円）

1 ※ 私立保育所施設整備助成事業 7,051

2 ※ ごみ集積所維持・美化支援事業 600

3 ※ 地産地消推進事業 1,000

4   小規模土地改良事業 5,050

5   県営ほ場整備事業 4,536

6 ※ 団体営農道整備事業（新本新庄地区） 3,705

7 ※ 小規模林道整備事業（水内細瀬線） 1,300

8 ※ 「吉備の国岡山再発見の旅」推進事業 273

9 ※ 里山（福山）整備事業 900

10   清音神在本線改良事業 38,895

11   橋りょう改築事業 6,400

12   準用河川改良事業（国府川・井手川） 8,202

13   清音駅東地区整備事業 7,360

14 ※ 耐震関係経費（構造計算審査，改修計画，地震マップ） 900

15 ※ アスベスト改修費補助事業 608

16   まちづくり交付金事業（駅南区画関連） 14,200

17   消防施設等整備事業 3,661

18 ※ 自動体外除細動器設置事業 623

19   鬼城山整備事業 5,054

20 ※ 藤岡郁海基金スポーツ振興事業 30

 平成19年度の主な事業（一般会計）

（単位 万円）

一 般 会 計

特
 
 
別
 
 
会
 
 
計

合            計

 平成19年度各会計別当初予算の内訳

区     分
平成１8年度
（ｂ)

平成１9年度
（ａ）



平成19年度 一般会計当初予算の内訳

依存財源
   1,159,005万円

51.1%

自主財源
1,106,995万円

48.8%

地方交付税
598,000万円

26.4%

市債
111,010万円

4.9%

国庫支出金
190,566万円

8.4%

県支出金
129,929万円

5.7%

その他
129,500万円

5.7%

繰入金
113,609万円

5.0%

諸収入
70,544万円

3.1%

繰越金
40,000万円

1.8%

その他
82,596万円

  3.6%

市税
800,246万円

35.3%

歳 入

総額 226億
6,000万円

市民１人当たりの納めている税金はどれくらい

都市計画税
  5,551円

市たばこ税
5,196円

その他
2,545円

市民税
52,347円

固定資産税
54,527円市 税

80億246万円

市民一人当たり
 合計 120,166円



平成19年度 一般会計当初予算の内訳

民生費
588,699万円

26.0%

公債費
331,581万円

14.6%

土木費
301,144万円

13.3%

教育費
269,466万円

11.9%

総務費
247,270万円

10.9%

衛生費
238,425万円

10.5%

農林業費
126,941万円

5.6%

消防費
94,381万円

  4.2%

その他
15,568万円

0.7%

議会費
25,679万円

1.1%

商工費
26,846万円

1.2%

歳 出
総額 226億
6,000万円

市民１人当たり
332,385円

目的別内訳

投資及び出資金
5,934万円

0.3％

その他の経費
398,801万円

17.6％

義務的経費
1,138,576万円

50.2%

投資的経費
170,475万円

7.5％

消費的経費
558,148万円

24.6％

積立金
25,560万円

1.1％
予備費

3,661万円
0.2％

繰出金
321,739万円

14.2％

貸付金
41,907万円

1.8％

維持補修費
39,884万円

1.8％

人件費
 466,720万円

20.6％

扶助費
340,275万円

15.0％

公債費
331,581万円

14.6％普通建設事業費
170,458万円

7.5％

物件費
270,250万円

11.9％

補助費等
248,014万円

10.9％

歳 出
総額 ２２６億

6,000万円

災害復旧費
17万円
0.0%

性質別内訳



平成 18年度下半期の財政事情 
  

○平成 18 年度の我が国の景気は，民間需要中心に緩やかに拡

大しているものの，地方財政は，三位一体の改革による国庫

補助負担金の減少や地方交付税の削減とともに，過去の借入

金の償還費の増加や社会保障関係費の増加が顕著となるな

ど、依然として厳しい状況にありました。  

○ 本市においては，行政改革大綱に基づき，一層の行政改革に

取り組むとともに，歳出面では，最大の支出である人件費を

抑制するなど歳出の徹底した見直しと重点化を進

め，また，歳入面でも国や県とも連携を密にしての財源確保

や今後の税源移譲を視野に入れた税収確保対策に取り組む

など積極的な財源の確保策を講じ，歳入歳出両面にわ

たる見直しを行い，効率的で持続可能な財政への転

換を図るべく，健全な財政運営に努めてまいりました。 

○ 総社市総合計画に定めた将来都市像【地域・文化・自然が支

える心豊かな生活交流都市】の実現のために，緊急性，有効

性などを十分検討しながら，引き続き市民と行政との協働に

よる市民が主役のまちづくりに取り組んでいます。  



平 成 18 年 度 下 半 期 財 政 運 営 の 状 況

■各会計予算の執行状況（平成19年3月31日現在）

収入済額 収納率 支出済額 支出率

2,451,722 2,116,439 86.3% 1,739,130 70.9%

561,850 511,303 91.0% 479,987 85.4%

650,030 548,071 84.3% 570,961 87.8%

371,560 304,775 82.0% 320,325 86.2%

75,500 8,813 11.7% 41,708 55.2%

87,850 75,447 85.9% 77,208 87.9%

102,665 10,948 10.7% 73,334 71.4%

290,298 131,955 45.5% 222,661 76.7%

※

■市有財産の状況（平成19年3月31日現在）

土 地

建 物

山 林

有 価 証 券

出 資 に よ る 権 利

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

職 員 退 職 手 当 基 金

ま ち づ く り 基 金

総社駅南地区土地区画
整 理 事 業 基 金

小計（以上5基金）

その他特定目的基金

計

普
 
通
 
会
 
計

549,629万円

基
 
 
金

合 計 711,362万円

15,846万円

11,203万円

445,662万円

196,100万円

40,491万円

98,526万円

103,967万円

76,779万円

17,414万円

81,730万円

60,040万円

9,266万円

（単位 万円）

一 般 会 計

特

別

会

計

区    分

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

介 護 保 険

農 業 集 落 排 水 事 業 費

国 民 宿 舎 事 業 費

総社駅南地区土地区画整理事業費

予算現額
収入

出納閉鎖（5月31日）までには，収納率はほぼ100％に達する見込みです。

支出

区     分 現 在 高

3,398,895㎡

公 共 下 水 道 事 業 費

公
有
財
産

249,468㎡

債 権

1,601,709㎡

31,240万円

326,635万円

34,333万円

土 地 開 発 基 金

国 民 健 康 保 険 事 業 基 金

介 護 給 付 費 準 備 基 金

国 民 宿 舎 運 営 基 金

公 共 下 水 道 事 業 基 金



■一時借入金の現在高（平成19年3月31日現在）

（単位 万円）

予算で定めた限度額 現 在 高

400,000 0

10,000 0

10,000 0

■基金繰替運用の状況(平成19年3月31日現在）

（単位 万円）

繰替運用金

0

0

0

※基金繰替運用とは，基金に属する現金を歳計現金に繰り替えて運用することです。

■債務負担行為の状況（平成19年度当初予算）

（一般会計） （単位 万円）

当該年度以降の

支出予定額

総 務 費 1 1,470 1,187

農林業費 254 507,677 258,016

土 木 費 2 48,746 38,630

合 計 257 557,893 297,833

※限度額が文言等で記載されているもの

 ・農業近代化資金利子補給ほか 4 件

 ・損失補償に関するもの 1 件

 ・債務保証に関するもの 4 件

限度額

会 計 区 分

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

科目 件数

職 員 退 職 手 当 基 金

介 護 保 険 特 別 会 計

区    分

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金



※H14～H16は、総社市・清音村・山手村の起債残高を合算した数値

市債の現在高見込額(平成１８年度末)

（一般会計） （特別会計）

現 在 高 （ 万 円 ） 現 在 高 （ 万 円 ）

1,149,490 1,536,817

523,287

386,414

257,634 214,726

179,343 191,392

159,153 2,300,489

112,740

75,374

66,130

52,800

214,331

3,176,696合 計

コミュニティ施設整備事業債

農 林 業 債

地域総合整備資金貸付事業債

そ の 他

水 道 企 業 団 出 資 債

減 税 補 て ん 債

商 工 債

民 生 債

357,554

区 分

土 木 債

臨 時 財 政 対 策 債

教 育 債

区 分

公共下水道事業特別会計

駅南地区土地区画整理事業
特別会計

合 計

農業集落排水事業特別会計

国民宿舎事業特別会計

市債残高の推移
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一般会計

一般＋特別会計
（億円）

(年度)


